
IGOS International Workshop 
“Towards the implementation of the Integrated Global Observing Strategy (IGOS)” 

February 4 - 6, 2004 
Tokyo International Exchange Center “Plaza Heisei” 

 
Atmospheric Chemistry Theme Splinter Session 

“Review of IGOS-P Theme Papers and recommendations for their implementation” 
February 5 (Thu), 2004 

 
共同議長  
Dr. Barrie (AREP, WMO) / Dr. Briggs (ESA) 
小川利紘(JAXA) 

 
（講演者敬称略） 
09:30 - 09:40 開会挨拶 (小川, Dr. Briggs） 
09:40 - 10:10 気象庁におけるWMO全球大気監視（GAW）の活動報告 

(牧野 行雄(気象庁)) 
10:10 - 10:40 全球化学天気予報とその今後の展望について 

(滝川 雅之(地球フロンティア)) 
10:40 - 11:10 日航グループによる大気観測計画-現行計画と将来計画-– 

 (末永民樹 (日航財団)) 
11:10 – 11:25 休憩 
11:25 - 11:55 IGOSパートナーシップ 大気化学リコメンデーション 

 (Dr. Barrie (WMO)) 
11:55 - 12:25 地上での気体成分およびパラメーターのリモート・センシング 

-成層圏変化検出ネットワーク(NDSC)および関連する日本にお
けるアクティビティ (中根英昭 (国立環境研究所)) 

 
12:25 – 13:40 昼休み 
 
13:40 - 14:10 CRLによる地上大気観測の現状  (村山泰啓 (通信総合研究所)) 
14:10 - 14:40 西太平洋域でのオゾンに及ぼすアジア大陸の人間活動の影響 

-PEACE航空機キャンペーンの知見と衛星観測の必要性 
(近藤豊 (東京大学先端科学技術研究所)) 

14:40 - 15:10 富士山頂における大気化学観測:自由な対流圏観測用恒久地上 
観測プラットフォームの提案 
(土器屋由紀子（江戸川大学)) 

15:10 - 15:25 休憩 
15:25 - 15:55    台湾のエアロソル:地域の大気の質および天候への影響 
       (Prof. Liu (台湾中央研究院)) 
15:55 - 16:25 文部科学省共生プロジェクトと IPCCシナリオランのねらい 

(丸山康樹 (電力中央研究所)) 
16:25 - 16:55 IGOSパートナーシップ大気化学国内リコメンデーション  

(小川) 
16:55 - 17:30 分科会サマリ、総合討論(Dr. Barrie, Dr. Briggs ,小川) 
17:30  閉会挨拶 
※講演は英語で行われます。 

 


